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ごあいさつ

今日、子育て不安や高齢者の介護負担などが、誰にとって

も起こりうる問題となってきており、障害のある人などの

自立や社会参加の難しさも見られます。また、地域のつなが

りが希薄化する中で、問題をかかえながら孤立しがちな人の

姿も見られ、ひきこもりや高齢者の孤独死など、新たな課題

も出てきています。

今後、本格的な少子高齢社会を迎えることとなりますが、

限られた財政のもと、今までの社会福祉の枠組みの中だけで

は、こうした問題を解決することが困難となってきており、

くらしの場である「地域」で問題をとらえ、解決していくと

いう「地域福祉」の推進が求められています。こうした状況をふまえ、このたび、「吹田市

地域福祉計画」を策定いたしました。

この計画は、「いのちとくらしを守り、一人ひとりが輝くまちづくり」を目標として、市民

の皆様の自主的な地域福祉活動を活発化し、行政もその役割を発揮しながら、協働して、市

民一人ひとりの地域でのくらしを支えるためのしくみをつくっていこうとするものです。

本計画の策定のプロセスにおきましては、策定委員会への市民委員の参加、市民アンケー

トや市内３３地区で開催した地域検討会（地区の福祉を語るつどい）の実施など、多くの市

民の皆様にご参画いただき、たくさんの貴重なご意見や、すでに各地域において実践されて

いる数々の取り組みの成果を反映させながら、計画を策定することができました。

本計画の推進にあたりましても、より多くの市民の皆様の連携・協力が必要となります。

そのため、市民参画と協働のまちづくりのしくみづくりを一層進めながら、市民と行政のパ

ートナーシップをなによりも大切にし、誰もが生き生きと輝き、安心して暮らしていけるま

ちづくりをめざし、全力で取り組んでまいりたいと存じます。今後とも皆様方のご理解とご

協力をお願いいたします。

最後になりましたが、本計画の策定にあたり、熱心なご議論とご提言をいただきました吹

田市福祉審議会、吹田市地域福祉計画策定委員会の委員の皆様をはじめ、吹田市社会福祉協

議会、同地区福祉委員会の皆様や、実態調査、地域検討会（地区の福祉を語るつどい）の実

施にご尽力をいただきました多くの市民の皆様、関係団体の方々に対し、心から感謝とお礼

を申し上げます。

平成１８年（２００６年）５月

吹田市長 阪口 善雄
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